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沖電気単独

海外従業員数 社
後
、
タ
イ
に
生
産
が
移
管

さ
れ
消
滅
し
た
、
印
字
ヘ
ッ
ド

生
産
会
社
の
沖
プ
レ
シ
ジ
ョ
ン
。

働
条
件
の
変
更
は
分
社
後
２
年

間
は
し
な
い
と
の
約
束
を
守
ら

ず
、
賃
金
や
退
職
金
な
ど
を
大
幅
ダ
ウ

ン
さ
せ
た
。
後
に
中
国
へ
の
生
産
移
管

で
、
再
度
、
別
会
社
に
さ
れ
沖
か
ら
切

り
離
さ
れ
た
、
沖
エ
ア
ホ
ル
ク
プ
ロ
テ
ッ

ク
。

産
部
門
を
そ
っ
く
り
別
会
社

に
し
て
大
幅
賃
金
ダ
ウ
ン
な

ど
労
働
条
件
を
切
り
下
げ
た
、
Ｊ
Ｉ
Ｐ

テ
ク
ノ
。電

気
の
生
産
に
直
接
関
係
な
い

と
判
断
さ
れ
た
、
経
理
、
物
流
、

営
繕
、
警
備
な
ど
が
分
社
・
別
会
社
さ

れ
、
さ
れ
に
孫
会
社
化
さ
れ
た
。
例
＝

沖
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
→
オ
ー
デ
ー
ケ
ー

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
。

部
品
の
製
造
職
場
は
、
別
会
社

に
さ
れ
た
後
、
職
場
ご
と
、
フ

ジ
ク
ラ
の
子
会
社
に
転
籍
。
Ｏ
Ｐ
Ｍ
は

消
滅
。

策
の
例
で
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
か
ら
の

注
文
減
で
別
会
社
に
な
っ
た
沖

テ
ク
ノ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
、
沖
電
気

の
方
針
転
換
で
わ
ず
か
４
年
で
、
元
の

沖
電
気
に
吸
収
さ
れ
た
。

分
社
、
消
滅
、
復
帰
・
・
・

８
年
間
で
連
結
子
会
社
は
３
０
社
増

９
９
年
度
で
は
６
９
社
が
連
結
・
グ

ル
ー
プ
決
算
で
し
た
が
、
０
７
年
度

〔
０
８
年
３
月
期
）
は
９
９
社
に
な
っ

て
い
ま
す
。
激
し
い
分
社
政
策
で
す
。

篠
塚
社
長
の

経
営
責
任
は
重
い

９
８
年
に
就
任
し
た
現
社
長
は
、
海

外
売
上
高
比
率
５
０
％
目
標
と
人
員
削

減
・
分
社
化
だ
け
が
施
策
で
、
多
く
の

従
業
員
の
「
や
る
気
」
を
失
わ
せ
て
し

ま
し
ま
し
た
。

沖電気と関連企業の従業員は、あいつぐ賃金カットや人減らし「合理化」に耐え、年休取得も減らして、懸命に働いてきました。

経営陣が社会的責任を果たして、従業員の雇用と生活の安定が確保できるように、監視、ご協力をよろしく お願いします。

従
業
員
い
じ
め
は
、
Ｓ
（
優

）

企
業
経
営
で
は
Ｄ
（
落
第
）

▼
▼
沖
電
気
単
独
で
は
過
去
１
０
年
で
６
回
の
赤
字
▲
▲

06年 赤字なのに役員〔取締役〕の平均年収が増加

「ふざけるな」の声に押されて2920万円までダウン

役員報酬

純利益

億円万円

分労生沖光沖
電
気
単
独
の

従
業
員
数
は
８
年
で
半
減

無

方
針
転
換

が
必
要


